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はじめに 

 校長 三浦 昭広 

 

令和４年度『まちだの実践（研究報告集）』の発行にあたり、挨拶を申しあげます。今回、まちだの実

践は５０号を迎えました。これまで、多くの先生方が本校の教育の充実を図るために研究を重ねてこら

れたことに敬意を表します。また、今年度、本校は開校５０周年を迎えました。新型コロナウイルス感

染症の影響で記念式典を開催することは叶いませんでしたが、この場をお借りしまして、本校のために

御尽力をいただいた皆さま及びお世話になりました皆さまに感謝を申しあげます。 

さて、本校では、今年度から「自立活動の視点を生かした協働的な指導について」を全校研究テーマ

として実践的研究に取り組んでいます。研究の目的を「～自立活動の視点を生かした協働的な指導とは

～」とし、自立活動の視点を生かした指導を次のように定めました。 

（１）特別支援学校において特別な指導の領域である自立活動の趣旨を理解し、両教育部門において、

その指導の専門性を高め、児童・生徒の心身の調和的発達基盤を養うこと。 

（２）児童・生徒の困難さの原因や背景を分析して指導すべき課題を明らかにし、その改善克服を意図

した自立活動の指導成果を生かして、各教科等の指導充実を図ること。 

 また、協働的な指導とは、児童・生徒に対する指導内容・方法・分析・改善等について、流れ図の作

成等を通し、どのように他の教師と協働的な指導方法を確立していくべきかを検討すること。そして、

他者との対話や振り返りなどの機会を教師の学びとして指導の充実を図ること。これらのことが重要で

あると考えました。そのうえで、次のような研究内容を位置付けました。 

（１）自立活動の視点から、学校教育全体、各教科等の指導において、どのように指導を行っていった

らよいか。 

（２）（１）について、どのような協働的な指導方法を確立していくべきか。 

（３）自立活動の週時程における指導、個別指導計画への位置付け、保護者との連携等の効果的なあり

方をどう捉えていくか。 

 今年度は、本研究テーマの取り組み１年目として、自立活動指導における流れ図作成の意義や目的、

作成方法、活用方法などについて研究を深めるとともに、児童・生徒の可能性を最大限に伸長できるよ

う、個別指導の充実を図ってまいりました。本『まちだの実践（研究報告集）』には、この１年間、先生

方が取り組んできた教育実践と研究成果が記載されています。 

本研究には、多くの外部専門家の先生方に御協力を賜りました。ここに、深く御礼申し上げますとと

もに、今後とも御指導・御鞭撻をいただければ幸いです。 

 また、地域の学校及び関係機関の方々、保護者の皆さまにおかれましても、本校の研究や実践等に関

して忌憚のない意見等をいただければ幸いです。 

 そして、この１年間、研究活動に真摯に向き合い、尽力いただいた本校教員に感謝し、私の挨拶とい

たします。 
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■令和 4年度～6年度 町田の丘学園 校内研究について                      令和 4 年 3月 2日                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究テーマ・内容・方法の策定にあたって】 

・「～～絶えず研究と修養に務めなければならない」（教育基本法・第 9 条） 

・学校長の経営方針を踏まえる必要「令和型教育」「教科指導」「自立活動」等 

・現場のニーズに即し、当事者意識がもてる研究活動、主体的な研究活動に。 

【目指す学校像】 

・児童・生徒が安心して主体的に学習できる学校 

・都民・保護者のニーズに的確に応え、地域に貢献できる学校 

・教職員一人一人が自分の力を発揮でき、やりがいを実感できる学校 

 

全校研究テーマ   「自立活動の視点を生かした協働的な指導について」 

＜自立活動の視点を生かした指導とは＞ 

〇特別支援学校において特別な指導の「領域」である「自立活動」の趣旨を理解し、その指導の専門性を高め、児童・生徒の心身の調和的発達の基盤を養う。 

〇児童・生徒の困難さの原因や背景を分析して指導すべき課題を明らかにし、その改善克服を意図した自立活動を基盤にして、（これまで研究・整理してきた）各教

科の指導の充実を図る。 

＜協働的な指導とは＞ 

〇児童・生徒の指導内容・方法・分析・改善等について、流れ図の作成等をとおし、どのような協働的な指導方法を確立していくか検討（保護者との協働含む）。 

➡「他者との対話や振り返りなどの機会を教師の学びにおいて確保する」協働的な教師の学びの重要性 

（「令和の日本型学校教育」を担う新たな教師の学びの姿の実現に向けて（令和 3年 11 月審議まとめ）） 

 

１ 研究の目的「～自立活動の視点を生かした協働的な指導とは～」 

・上記①、②を踏まえ、以下の点を研究内容とする。 

（１）自立活動の視点から、学校教育全般、各教科等の指導において、どのように指導を行っていったらよいか（指導内容） 

（２）上記（１）について、どのような協働的な指導方法を確立していくべきか（指導方法） 

   ➡流れ図の作成・活用、行動分析、自立活動と各教科の目標・指導内容を明確にした指導案書式の検討等 

（３）自立活動の「時間における指導」のあり方（カリキュラム）、個別指導計画への記載、保護者との連携等 

２ 研究の内容 
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（１） 研究の形態 

 ・A 小、A 中、A 高、B 小低、B 小高、B 中、B 高 1 年・2 年・3 年の９チーム（自立活動部はいずれかの学部に所属する） 

（２） 研究日 

 ・毎月の学部研日（第 2 水曜日）、授業・ケース観察日、長期休業中（夏季 1 回、冬季 1 回）、校内報告会（公開研究会）（1 回） 

（３）研究計画 

 令和４年 令和５年 令和６年 

 自立活動の視点を生かしたケース研究 

（流れ図と授業略案を活用したケース研究） 

自立活動の視点を生かした授業研究が中心 

（前年度作成の流れ図と、指導案を活用した授業研究） 

自立活動の視点を生かした各教科指導とケース研究 

（前年度作成の流れ図と、指導案を活用） 

４ ・全体：研究概要説明 ・全体：研究概要説明 ・全体：研究概要説明 

５ ・全体：自立活動とは？ ・全体：自立活動の視点を生かした教科指導について ・全体：自立活動の視点を生かした教科指導について 

６ ・全体：流れ図とは？ ・学部研：授業検討（事前検討） 

・研究授業①             （外専） 

・学部研：授業検討（事前検討） 

・研究授業③             （外専） 

７ ・学部研：ケースの抽出（各チーム 2 名） ・学部研：授業検討（事後検討） ・学部研：授業検討（事後検討） 

８ ・流れ図作成ワークショップ      （外専） 

・1 人 1 ケース流れ図作成研修 

・流れ図作成ワークショップ      （外専） 

・1 人 1 ケース流れ図作成研修 

・流れ図作成ワークショップ      （外専） 

・1 人 1 ケース流れ図作成研修 

９ ・学部研：流れ図を活用したケース検討 

・ケース研究（1 日）         （外専）         

・学部研：授業検討（事前検討） 

・ケース研究（1 日）         （外専） 

・学部研：流れ図を活用したケース検討 

・ケース研究（1 日）         （外専）         

10 ・学部研：流れ図を活用したケース検討 

・ケース研究（1 日）         （外専） 

・学部研：授業検討（事前検討） 

・研究授業②             （外専） 

・学部研：流れ図を活用したケース検討 

・ケース研究（1 日）         （外専） 

11 ・学部研：流れ図を活用したケース検討 

・ケース研究（1 日）         （外専） 

・学部研：授業検討（事後検討） 

・ケース研究（1 日）         （外専） 

・学部研：流れ図を活用したケース検討 

・ケース研究（1 日）         （外専） 

12 ・学部研：流れ図を活用したケース検討 ・学部研：授業検討（事後検討） ・学部研：プレ公開研に向けて 

１ ・学部研：校内報告会に向けて 

・校内報告会             （外専） 

・学部研：校内報告会に向けて 

・校内報告会             （外専） 

・プレ公開研：公開研に向けて     （外専） 

・学部研：公開研準備             

２ まとめ、次年度に向けて まとめ、次年度に向けて ・公開研 授業公開、報告       （外専） 

※年次研対象者のケースを抽出しない（1 年目） 

３ 研究の方法 



研究概要 

- 5 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究のテーマ、研究の目的と内容について 

研究テーマは「自立活動の視点を生かした協働的な指導」とし、今年度から３年間の研究を始めた。研究

の目的「自立活動の視点を生かした指導」とは、教員の自立活動に対する指導の専門性を高めるということ

であり、その自立活動の指導を基盤として、各教科指導の充実を図る、ということになる。 

もう一方の目的「協働的な指導」とは、文科省「令和の日本型学校教育」にも「対話や振り返りの機会を、

教師の学びとして確保する」と、教師の協働的な学びの重要性をうたっているように、流れ図作成・活用を

通して、どのような協働的な指導方法がよいか検討していく、ということになる。 

研究内容は大きく３つある。１つ目は、自立活動の視点からどのように指導を行っていくか、指導内容に

ついて。２つ目は、どのように協働的な指導方法を確立していくべきか、指導方法について。３つ目は、カ

リキュラムや個別指導計画への記載、保護者との連携等についてである。 

 

２ 研究の経過（年間計画） 
４月～６月は、「そもそも自立活動とは？」「流れ図とは？」といった自立活動に関して基礎的な研修を行

った。７月に研究対象ケースを各チームから選び、夏休み２回にわたり、実際に流れ図を作成する検討会を

行った。９月以降は各チームに分かれてのケース検討会を行っている。 

上図右側の数字は、各回、教員に対するアンケート結果である。「Ａとても理解できた、とてもよかった 

Ｂ理解できた よかった」という教員が、毎回９３％～１００％と非常に高い評価となっている。 

特徴的なのは、７月末と８月末の流れ図作成ワークショップである。５割前後の方が「とても理解できた」

「とてもよかった」という評価になっている。アクティブラーニングの対話型の研修が高評価となった。 
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３ 研究の経過（2学期以降） 
上記は２学期間の「流れ図を活用したケース検討」についてのアンケート結果である。両校舎で回答数８

６名の方のうち、「とてもよかった」２１名、「よかった」６２名、「あまりよくなかった」が３名で、合計

９６．５％の教員が、「とてもよかった」、「よかった」と評価している。 

教員から意見を分析、まとめることを通して、研究内容の一つでもある「流れ図を活用した協働的な指導」

の結果について、次のようにまとめる。 
 

４ 結果① 流れ図の活用について 
流れ図の作成・活用することで、「課題が精選されて」「整理すべき情報が見えた」「共通理解・情報把握

をしやすかった」という意見が多くあがった。また、「段階的に考えをまとめたり、深めたりできたり」「焦

点化」したり、「理論的に考えて」いくことで、実態に合わせて、流れ図を根拠に指導方法を共有しやすい

ということがあげられる。 

まとめると、流れ図の作成、活用は、「実態や課題の整理、共通理解、状況把握」のしやすさがあり、 

また、指導方法について、段階的、焦点的、理論的に考えやすく、児童・生徒の実態に合わせて根拠のある

指導がしやすい」ということになる。 
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結果② 協働的な指導について（１） 

協働的な指導については、チームで検討し、様々な視点から協議することで、実態把握が深まったり、指

導方法のヒントを得られたりできた、ということが多くあげられた。また、実際に指導してみてどのように

変化があったかを共有し、多面的にとらえ検討することで、児童・生徒の成長につながった、という意見も

多かった。 

まとめると、チームでの多面的な視点により、実態把握が深まったり、指導方法が広がったりし、再度、

実践し、また多面的な視点での検討することを繰り返すことで、児童・生徒の成長ということになった、と

いうことになる。 
 

結果② 協働的な指導について（２） 
多面的な視点での指導とは、学年全員、学部全員、他学年、元担任、授業グループなどの大勢で、指導の

方向性を確認することであり、隙間時間でも生徒の変化に応じた関わり方を話すことができるようになっ

た。また、もう一方の多面的な視点ということでは、自立活動の 6 区分 27 項目の偏りのない、多面的な視

点での実態把握もある。 

このように検討することで、効率的・効果的な指導となり、それが児童・生徒の成長につながった、とい

うことである。 
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 結果③ 外部専門員との協働について 

外部専門員、講師の先生との協働もある。実践し教員間で対話したことに対し、助言をもらったり、助言

をもらったことを踏まえて実践し、また助言をもらったりすることで、児童・生徒の成長にもつながった。 

また、研究対象ケースだけではなく、ケース以外の児童にも有効であったという、協働的な指導の広がり

も見られることがあった。 

結果④ あまりよくなかった点について 

一方で、アンケート回収８６名中３名の方より、「あまりよくなかった」、という意見もあった。自立活動

の視点を踏まえた教育環境の調整だけでは難しく、医療機関とも連携が必要だったケースもあったという

ことで、研究対象の抽出ケースの選定についての課題があがった。 

また、月 1回の学部研時の教員の集合率の低さや、短い会議時間でケース検討をしなければならない意義

についても意見もあがった。 

 

ここまでが、２学期までの学部研「流れ図を活用し、どのような協働的な指導方法が大切か」という振り

返りになる。 
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５ 成果と課題（今後に向けて） 

成果としては、各回のアンケート結果からも分かるように、教員の自立活動や流れ図作成の理解が深まっ

たのではないかということである。それが、専門性の向上に少しでもつながっているのではないか。その要

因としては、実際に流れ図を作成してみることで、その良さや意義を実感できたということであったり、段

階的に、焦点的にしぼって、根拠のある指導ができたりしたことかと考えられる。 

また、協働的な指導ということでは、チームによる多面的な視点での対話の機会を設定したことにより、

効果的な指導を行うことができ、研究対象ケースの成長や行動変容につなげることができたのではないか。 

 

今後については、教員アンケートの中に「今年度の取組を町田の風土にしなければならない」といった意

見もあがった。今年度の流れ図作成や協働的な指導の方法をベース基盤として、これを学校の文化、風土に

するために、取組の継続性、持続性が必要である。 

また、研究内容の一つに、教科指導の充実がある。自立活動の目標と各教科の目標をそれぞれより明確に

して、指導の充実を図っていきたい。 

６ まとめ 

教員アンケート結果には、学部研を通じて「楽しく、仲間意識が高まった」、「和やかにそれぞれの思いを

共有することができた」、「チームとなって」「熱を入れて話しあうことができた」「記憶に残り、分かりやす

く、具体的にいつどのように支援を行うか踏み込んだ内容で、学部研が楽しみです」といったまさに学びに

前向きな教員の意見もあった。 

日々の学びや学部研究によって、学校の文化や風土など、雰囲気が変わってきたのではないだろうか。 

 

次からは各チームの今年度の取組、実践研究について、報告する。 
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 自立活動 「実態把握から具体的な指導内容を設定するまでの流れ図」  
 

 

① 障害の状態、発達や経験の程度、興味・関心、学習や生活の中で見られる長所やよさ、課題等につ

いて自立活動の区分に即して整理する段階 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 
ション 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

 

② 収集した情報を〇〇年後の姿の観点から整理する段階 

・ 

 

 

③  中心的な課題を導き出す段階 

・ 

 

 

 

 

指導すべ

き目標 

④  指導目標を記す段階  

 

 

 

 

 

具体的な

指導内容 

⑥  具体的な指導内容を設定する段階  

 

 

  

 

手立て 
   

 

指導場面    

 

学部・学年 教育部門   学部   年  組 

障害の種類・程度や状態等  

事例の概要  

指導目標

を達成す

るために

必要な項

目の選定 

⑤ ④を達成するために必要な項目を設定する段階 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 

     

 

 

 

  

指導 

すべき 

課題の

整理 

実態 

把握 


